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若いころは、カナディアン・ロッキーでスキーを、オーストラリア

でスキューバを楽しむなど、多趣味でした。ダイビングは、オースト

ラリアでダイブマスターを取得しました。しかし最近では体力が衰え

て、「研究」だけが趣味として残りました。 

カナダで、インディアンの学習・教授様式の研究で修士号、日本人

児童の言語習得で博士号を取得しました。日本語の認知処理のメカニ

ズムを解明することを目的として、音韻、形態素、語彙、統語処理の

研究を行っています。日本語および英語の第二言語としての習得も主



要なテーマです。最近は、構造方

程式モデリング(SEM)を使って、

言語習得の研究を展開していま

す。コーパス研究にも着手してお

り、日本語のコーパスを使った複

合動詞、サ変動詞付加、オノマト

ペと動詞の共起、自・他動詞を、

決定木分析など多変量解析を使っ

て研究し、論文を出版しています。音韻処理の研究論文では、日本人

の音韻処理の単位および連濁、漢字の認知では、音韻・書字・意味の

活性化、音訓読み、意味的構造の影響、書字行動、筆順の研究などが

あります。統語処理も主要なテーマで、文の正順語順を決める言語特

性の研究を、日本語をはじめ、韓国語、トルコ語、シンハラ語、カク

チケル語(グアテマラのマヤ言語、写真を参照)など多様な言語で実施し

ています。社会言語学の研究もあり、ポライトネスや男女言葉の研究

も行っております。実験的語用論(experimental pragmatics)の分野を開拓

したいと思っています。 

受験生へのメッセージ 

 

玉岡の研究室では、言語お

よび言語教育を対象とした

あらゆる研究における実証

的方法論を身につけること

を主眼として指導していま

す。現在，当研究室に所属す

る学生は、主に実験的アプロ

ーチによる研究を進めてい

ます。 

従来、言語の研究はとかく一個人内の「直感」で行われ、その議論

は科学的な「実証」に基づかないまま展開される傾向があったといえ

るかもしれません。日本語教育学という研究領域の健全な発展のため

には、然るべき手法で得られたデータの適切な検証を通して、言語現

象が論じられなければならないでしょう。本研究室に所属する博士前

期課程・後期課程の学生たちには、現象を科学的に実証する方法論を

習得し、よりレベルの高い論文を執筆できる能力を身につけてもらう

ように指導していきます。そのような実証的研究能力を身につけたう

えで、日本語教育の様々な問題を考えられるようになってほしいと思

っています。研究に対する熱意のある受験生を待っています。 

カクチケル語の文処理実験の準備 

平成 22 年度博士課程修了者（大和、斉藤）



 


